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1．はじめに

「コンピュータと化学」をキーワードとし，さ
まざまな角度から身近な材料を用いた体験・実験
を通して視覚的にカガク（科学と化学）を楽しむ
ことにより，科学的な思考力を育成するための方
法を模索するサイエンスセミナーとして，2012
年より「サイエンスセミナー in 江戸川大学」と
して実施している。今年 3 回目として 2015 年 7
月 24 日に開催した。

展示の数も増え，何より今回の参加者は 350 名
を超えた。著者らは，日本コンピュータ化学会の
活動を通じて，一般公開の科学イベント（1）やサ
イエンスアゴラ（2）などに参加してきた。本学で
のサイエンスセミナーにもここでの経験が活かさ
れている。また，今回も日本コンピュータ化学会，
流山市教育委員会，柏市教育委員会，及び松戸市
教育委員会の後援，私立大学情報教育協会の協賛
を得ての開催となった。さらに，昨年度に引き続
き，企業出展，近隣の中学校，高等学校の理科担
当教員と科学部生徒さんの参加，出展，さらには，

本学の非常勤講師，特別講義の講師，本学科所属
の学生による企画もあり，多くの参加協力が得ら
れた。

大学は地域の青少年及び成人にカガク（科学と
化学）の楽しさを伝えると共に，地域において人
と知識をつなぐ中核としての役割を果たすことが
期待されていると考える。そういった期待に応え
るため，このサイエンスセミナーの実際は，日本
コンピュータ化学会所属の多くの研究者を始め，
様々な方の協力を得ることで成り立っている。

2．「科学技術離れ」，「理科離れ」について

昨今，我が国では青少年の「科学技術離れ」，「理
科離れ」が問題となっている。現行の学習指導要
領改定のポイントは，科学への関心を高め，科学
を学ぶ意義や有用性を実感させるために「日常生
活との関連を重視すること」，「環境教育を充実さ
せること」であった。科学の面白さを実感できる

“何か”に出会うことと，それをきっかけに日常
生活の中での身近な事象を定量的記録し，目的意
識をもって種々の観点から分析する科学的な思考
力を育成することが求められている。ここでの「科
学技術離れ」，「理科離れ」解消するために，学校
での理科教育の改善と共に，様々な施策やサイエ
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ンスイベントが開催されている（3）。このような
イベントは，科学の面白さに気付く良いきっかけ
とはなるが，「面白かった」という想いだけで終
わってしまうことが多く見受けられる。2006 年
から開催されているサイエンスアゴラは年々参加
者数が増加しており，2013 年の参加者は 4,250 人

（開催 2 日間の 1 日平均）であった（4）。20 代以上
が 60.6% を占め，学生のうち半数以上は小学生
であった。来場者アンケートでは，「あなたの自
然や科学技術への興味や関心の程度をお聞かせく
ださい」に対して「高い」，「どちらかというと高
い」との回答が 91.9% を占めた。

一方，江戸川大学で開催したサイエンスセミナ
ーでは，小規模開催にも関わらず，親子連れの幼
児・小学生，中学・高校生から大人まで，第 1 回
目は90名，第2回目は200名以上の参加があった。
これらのことから，幅広い世代において多くの

人々が科学技術に興味関心を持っていることが伺
える。

また，本学科の学習目標は，情報と国際による
コミュニケーション能力，そして，ネットビジネ
スへの素養を身に付けることである。そして，キ
ャリア教育を実現するために学生を社会に連れ出
し，さまざまな体験をさせ，社会人としての成長
を促す試みを継続している（5）。サイエンス関連
の行事に学生を参加させることによって，情報機
器を活用し，身近な事象として学ぶ機会を提供す
るプログラムを考えていきたい。また，参加者と
してだけでなく，提供者側として，学生自身に主
体的に学ぶ力および導く力を育成することによ
り，学ぶことへの新たな教育プログラムとして確
立していくことも目的としている。

表１　「第 3回　サイエンスセミナー in江戸川大学」講師及び講演テーマ一覧
氏　名 所　属 テーマ

本間　善夫 ecosci.jp 「極小物質から生命のナゾに迫る」
細矢　治夫 お茶の水女子大学名誉教授 「分子や結晶の多面体を作ろう」
時田　澄男 埼玉大学名誉教授 「ガラス彫刻で眺める電子のすがた」
後藤　仁志 豊橋技術科学大学 「見えないタンパク質の拡張現実」

吉村　忠与志 福井工業高等専門学校名誉教授 「3D プリンタで化学する！」
中村　恵子 埼玉大学 「分子模型『モル・タロウ』で学ぼう！原子・分子の世界」

渡邊　寿雄 東京工業大学
「みんなのスパコン」TSUBAME
～いろんなところで役立つスパコン！～

高妻　孝光 茨城大学 「海の神秘に迫ろう」

山口　敏和 東京大学博士課程
「光で飛ぶ !? 未来のロケット！
～電子レンジのパワーで空を飛ぶ？～」

三上　知子
藤崎　靖弘

( 株）ティ・オー・エス ジェットコースターがやってきた＆宇宙探検

石井　和成 千葉県立我孫子高等学校 時計反応と振動反応
葛谷　信治 千葉県立東葛飾高等学校 科学マジック・科学クイズ

福永　安佑子 松戸市立小金中学校 ロボカップについて
神部　順子
八木　徹

江戸川大学 「空と海の色の秘密にせまろう！」

学生企画１ 江戸川大学情報文化学科 電磁石ベルを作ろう
学生企画２ 江戸川大学情報文化学科 スライムを作ろう
学生企画３ 江戸川大学情報文化学科 ホーバークラフトとロボットを作ろう
学生企画４ 江戸川大学情報文化学科 飛び出すおもちゃとぶんぶんごまを作ろう
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3．セミナー内容

本セミナーにおける講演のテーマと講師の一覧
を表 1 に示す。表中には示していないが，日本コ
ンピュータ化学会の副会長であるFOCUSの長嶋
雲兵先生に，「スーパーコンピュータ京」につい
てのパンフレット配布および解説と，各ブースに
またがる質問や疑問について，さらには全般的な
アドバイスや対応をして頂いた。今年も参加者は
各自興味のあるテーマから動き、それぞれの実験
や体験をした。

今年，新たに加わって頂いたのは，茨城大学の
高妻孝光先生と，東京大学博士課程所属で，本学
の非常勤講師である山口敏和先生である。高妻先
生は「海の神秘に迫ろう」というテーマで，海中
の様子を自らのカメラで撮影したものについて解
説して下さった。山口先生は「光で飛ぶ !? 未来
のロケット！～電子レンジのパワーで空を飛ぶ？
～」というテーマで，マイクロ波ロケットの概要
説明と赤外線についての実験を実施して下さった。

今回第 3 回からは，参加者が持ち帰ることが出
来るものとして，各テーマの説明とメモを可能と
するプリントを各ブースにて配布した。一例とし
て，筆者らの展示についてのプリントを図 1 に示
す。参加者はこのようなプリントを各ブースで集
め，「製本コーナー」で用意されてあった表紙（厚
紙）と紐を用いて綴じる。表紙はあえて白紙にし
ておき，各自で工夫をしてスケッチやイラストを
描いたり，シールを貼ったりすることでオリジナ
ルの綴り帳を作成し，持ち帰ってもらった。

4．開催状況

当日までは問い合わせ先として，本学の総務課
の皆さんに御協力頂き，細やかな対応をしていた
だいた。あらかじめの参加予約や問い合わせのや
りとりとして 35 名，さらに地元中学校理科部と
して 10 名，合計 45 名の参加予約があり，手応え
を感じながら当日を迎えた。この地元中学校理科
部はまだ創設が浅く，今後，科学イベントに積極

的に参加していくために，視察を兼ねていたと伺
った。生徒も教員も熱心に今後の展開を考えてい
る様子であったことが印象的である。

当日の参加者は，一般参加として約 250 名，本
学科の学生スタッフとしての参加が 76 名，講師
等スタッフ 25 名であり，合計 350 名を超えた。
開催時間のずいぶん前から行列ができた。今回は，
毎年参加して下さっているという親子連れもいら
っしゃると聞き，定着してきた感触を得ることが
できた。学生スタッフは来場者の数に圧倒されな
がらも機敏に動いていた。

当日の様子は JCOM 東葛葛飾の取材を受け，
夕方の番組で紹介された。

参加者は各ブースにあふれんばかりであり，に
ぎやかな様子であった。当日の様子を後日学生新
聞として作成されたものを図 2 に示す。

図１　当日の配布プリントのサンプル（上部 2／ 3）
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図 2　情報文化学生瓦版　2015年 7月 24日　第 61号
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5．小学校での出前講座

2015 年 1 月 20 日，流山市立東小学校にて出前
講座を行った。これは，2014 年夏に行われた第
2 回サイエンスセミナーに参加して下さった東小
学校の父兄が，3 年生約 120 名とその父兄の親子
行事として，「出前が可能か」という打診があっ
たことによる。当日までの打合せには PTA の役
員の方々，また，小学校の先生方，職員の方にご
協力を頂き，手探り状況から準備が始まった。

当日は著者らと，出前講座への参加についてご
快諾頂いた学科教員，そして，授業に支障のない
学生に同行して頂き，小学校の体育館を会場とし
て実施された。当日のテーマを表 2 に示す。

小学 3 年生 4 クラスに対して，6 チームに分か
れてもらい，表 1 中の①から⑤を 20 分ごとの廻
っていく方式を採った。それぞれについて，その
コーナーで学んだことを記入してもらうプリント
を作成しておき，児童はそれぞれの気づきや説明
で印象に残ったことを書いていた。この行事は親
子参加行事ということで，参加していた児童およ
び父兄からの多くの質問を受け付け，そこに，学
生スタッフは懸命に対応していたことが印象的で
あった。

こちらも当日の様子について，後日，学生新聞
として作成されたものを図 3 に示す。

この出前講座については，好評であり，2016
年 1 月に次の学年にも同じような内容で，依頼が
あり，引き継がれることが決まっている。

6．今後の方向性

昨今，我が国では青少年の「科学技術離れ」，「理

科離れ」が問題となっていることは前述した通り
である。今後の課題として，著者らはこれまで科
学にあまり興味関心がなかった人々に対して科学
への関心を高め，科学を学ぶ意義や有用性を実感
させるために，日常生活の中での身近な事象を定
量的記録し，目的意識をもって種々の観点から科
学的な分析を行うことのできる教材を提供するこ
とを考えていきたい。

著者らは，これまでに大気汚染を計測・分析す
る研究を行っている。特に，携帯電話に装備され
たデジタルカメラを使って空を解析するソフトを
作成し，大気汚染物質の観測を行っている（6）。
また，海の色を定量的に把握する研究（7）にも着
手している。今後の課題として，これまでの知見
を活用し，一般の人でも簡単に日常生活の中での
身近な事象を定量的記録し，目的意識をもって
種々の観点から科学的な分析を実現するための教
材を開発することに早急に取り組むこととした
い。これにより，学生が科学について自身が学ぶ
だけでなく，次世代に科学の楽しさや科学的な見
方・考え方をバトンタッチするための科学コミュ
ニケーター養成プログラムが開発されることも期
待できる。

そのため，誰もが手元に持っている携帯電話や
スマートフォン，タブレット端末などを活用して，
身近な空の画像解析による大気汚染の観測や，海
の色の特徴分析による環境の把握を可能にする。
それによって，子どもから大人まで全ての人々に
科学の楽しさを知らせると共に，科学的な見方や
考え方を養うことに到達したい。

科学イベントは科学技術に興味を持つための良
いきっかけとはなるが，継続的に科学技術に触れ
ることや，イベント参加者以外にその楽しさや科
学を学ぶ意義や有用性を伝えることは困難であ
る。そこで，近年，子どもから大人までほぼ全て
の人々に親しまれているスマートフォンおよびタ
ブレットに着目した。これまでにも，環境汚染の
簡易測定を可能とする教材は存在したが，どの試
みも常時測定が可能ではなかった。そして，その
多くは素人が簡単に利用できるものではなかっ
た。スマートフォンやタブレットのアプリで実現

表 2　東小学校での出前講座内容
① 青空と夕焼けのひみつにせまろう
② 色が一瞬で変わる
③ スライム作り
④ バードホイッスル作り
⑤ 電磁石でつりをしよう
⑥ 電気くらげ
⑦ ３Ｄプリンタ
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図 3　情報文化学生瓦版　2015年 1月 21日　第 38号

08_八木.indd   306 16.2.25   8:33:19 PM



サイエンスセミナーの実施と科学教育（その 3） 307

することにより，観測の常時性を確保し，さらに
観測精度のばらつきを押さえることが可能とな
る。この点が本研究の独創的な点である。本研究
が成功した場合の卓越した効果として期待できる
点は，サイエンスアゴラなどのイベントに参加し
た個人の取り組みの実現と，小中高の学校教育に
おける理科教育への応用が考えられる。

理科や科学技術を楽しんで学ぶための教材とし
て無償提供するため，小中高の理科教育等におい
て，大気汚染物質の観測や空の青，海の青に見ら
れる光の見え方の教材としての活用可能となる。
理科教育において，ICT を活用した教育を実現
する目的においてもタブレット端末などを活用し
て，継続的に観察・観測を可能にする本教材は高
い効果が期待できる。さらに，日常生活との関連
を重視して，環境教育を実現させ，科学への関心
を高め，科学を学ぶ意義や有用性を実感させるた
めにも卓越した成果を期待できるものである。

7．これからの課題

本セミナーは，大学として地域住民と知の交流
をする場を提供し，来場者にカガクと親しむきっ
かけとなるという目的を達成することができたと
考えている。今後もこのような企画を継続してお
こない，大学と地域のつながりを強めていきたい。

3 回開催し，本学でのサイエンスセミナーにつ
いて準備や当日の流れについて想定するべき内容
はある程度把握できた。有難いことに多くの参加
者にも恵まれた。今年の開催日の天候は夕方には
激しい夕立があったが，その時刻までは良い天気
であったことも影響したかもしれない。会場は多
くの人でごった返した状況である。幼いお子さん
から，一般の方まで，年齢層はかなり広がり，さ
らに参加人数も膨らんだことから，これまで以上
に会場にいらっしゃる方の安全に配慮する必要が
ある。これが，次回への課題となった。会場レイ
アウトや状況に応じて休憩所などを設置するなど
の対策が求められている。

また，展示内容についての検討もしていきたい。
単に「楽しかった」だけではない，科学展示への

模索である。
筆者らとしては，これまでに開発した画像解析

プログラムを改良し，子どもから大人まで全ての
人々が身近な空の画像解析による大気汚染の観測
や，海の色の特徴分析による環境の把握が可能に
なるよう，スマートフォンやタブレット端末に実
装する試みを始める。また，サイエンスアゴラ，
江戸川大学サイエンスセミナー，日本コンピュー
タ化学会，小中高生向け出張講座で試用し，多く
の人々に教材の評価を行う。多くの人に利用促進
を図ることとしたい。学習者アンケートを実施し，
どのような情報が知りたいかを反映させていく。
また，科学コミュニケーターとして学生の養成プ
ログラムに着手し，双方向（学ぶ側と教える側）
に有効なプログラムとしての完成を目指す。この
教育プログラムは積極的に公開し，幅広い応用と
研究成果の社会還元につなげこととしたい。
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何より，このセミナーの成功は松村豊子学科長，古里靖彦
教授の後押しがなければありえないものです。いつもあり
がとうございます。
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